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１．研究目的

日常生活の中で利活用される高画質なデジタル情報の氾濫は、人間の視覚認知を越える能力を要求する。本課題では、人間が五感で周囲
状況の把握・理解・判断を行うような感覚で、複数の感覚系を相補的に活用しながらコミュニケーションができる、より人間中心の視点に立った
新たなコミュニケーション手段の研究開発を目的とする。

２．研究の概要と成果

①電子マップ上に表示された膨大なデータの中から、
触感をキーにして瞬時にデータを読み取る

②平面的な操作画面や２次元画像を触感で立体的に
提示する

④大分ソフトパーク（IT企業集積区）での実証実験と
国際会議でのデモ展示を実施

③言葉やイメージで伝習・教示が難しい技能や
ノウハウなどを触知可能な形で再現・提示する

力覚提示による習字
学習支援システム

習字技能（とめ、はね、
はらい等）を体感・学習
できる環境を提供

地域教育、文化、教養面での活用

情報認知・処理能力の拡大 日常生活の利便性向上、情報弱者支援

有用性・実用性に関する実証実験

情報の可触化
情報を触って知覚する

触感付き画像編集システム

防災マップ閲覧・検索
システム

情報の鮮度や緊急度を
体感しながら情報の
閲覧・検索が
可能

振動提示式
操作画面の
設計・実験
システム

３．研究成果の社会的意義と波及効果

高画質イメージに依存した従来の可視化に「可触化」技術を統合し、人間の視覚認知能力への過度な負担の軽減と直観性を向上させる新た
なインタフェース技術を構築した。地域での実証実験を通じて、新技術の啓蒙、コミュニティの活性化、生活向上支援に貢献した。



• 直観的な操作環境が提供できる，多様な操作画面がソフトウエ
アで柔軟に設計・構成できる等の利点がある。

タッチスクリーンの操作例タッチスクリーンの操作例

スマートフォン

CAD設計システム

ATM端末 (銀行)タブレットPC

発券機・セルフチェックイン

• 操作中は，常にスクリーン画面を注視しておく必要がある。

• 「対象となるアイコンを正しく選択したか，起動できたか？」
ということが分からない場合がある。

• 明るい屋外での使用や暗い場所での利用は不便である。

• 視覚障がい者が独力で利用するのは困難である。

タッチスクリーン操作の欠点タッチスクリーン操作の欠点



• アイコン接触時に振動刺激を画面全体に描出して触感を表現する。

• 種類の異なるアイコンには異なる触感（振動刺激）を対応させる。

TouchSenseTM by

Immersion, Inc.

振動刺激による触感提示型タッチスクリーン振動刺激による触感提示型タッチスクリーン

• 音声と触感（振動）による候補者確認機能で候補者名と触感の対
応を記憶しておき，触感のみで候補者選択と投票を行う。

触感付電子投票システム触感付電子投票システム

候補者名表示部

候補者確認部

候補者選択部

選択者名表示部

投票実行部



• 指導者の運筆動作記録機能

• 記録動作の再生機能

摩擦・筆圧提示型習字学習システム摩擦・筆圧提示型習字学習システム
• 指導者の運筆や筆圧等，明文化できないスキルを触感データとして
記録・再生することができる習字学習支援システム。

触感提示型画像編集システム触感提示型画像編集システム

・画像編集ツールに触感提示デバイスを利用

・「手応え」のある画像編集環境の実現

・対象画像の特徴（エッジ，明度）を触知可能

・画像編集時の操作精度と直観性が向上



触感提示型画像編集システム触感提示型画像編集システム

・画像特徴単位に複数のハプティック機能層を組込み，
各層で生成される力覚の合力を提示する。

エッジ特徴－摩擦力

輝度情報－反力

GUIオブジェクトの個別化（Individuation）GUIオブジェクトの個別化（Individuation）
1) 提示される異なる４パターンの振動刺激を記憶
2) ４刺激中の任意の１パターンを「問題」として出題
3) どのパターンの刺激かを解答



実証実験実証実験

SAINT国際会議 （2010年7月，ソウル）でのデモ展示

ソフィアホールでの公開実験（2010年12月）

実証結果実証結果

・振動特徴の中で，提示時間と基本パターンの利用が
「個別化」に有効である。

・ GUIオブジェクト（ボタン）のON/OFF時に提示時間や
強さを大きく変えて提示する方法も有効である。

→ ４触感パターンの正解当てツールで，60～70%
程度の識別率を達成

・触感提示単独での高識別率達成は重要であるが
難しい問題でもある。

他の感覚系データを触感で高効率に補完
するマルチモーダル操作環境の実現



今後の展開今後の展開
•視覚表現に偏った計算機インタフェース

－パソコン画面の高画質化，3次元化
－スマートフォン（高画質・小画面）の台頭

•計算機の性能向上に同期した操作環境
－前兆のないシステムフリーズと再起動
－Web閲覧しながら，メールをチェックし，wordで文書
を作成しながら，twitterでつぶやく..

- あまり集中しなくても周囲から適度に情報が得られる

- ちらっと見る，何かしながら聞く，ちょっと触る..
- 周辺環境に溶け込んだ計算機

Ubiquitous (Ambient) Computing環境を実現する
周辺・背景情報の提供機構の実現

適用例１：画像診断支援適用例１：画像診断支援
• CT，MRIの高精度化，高解像度化に伴う画像診断医の
負荷の増大
－CT画像での診断例：

一症例当たり500-2500枚，
半日で1人が5000-300,000枚の画像を閲覧

•画像中の要検証部位を視覚
以外の情報(音，触感)で通知
する
－画像特徴を音や振動に

変換して提示する
－病変部位の特徴抽出は

医学部と共同で設計



適用例２：反力提示型3次元デスクトップ環境適用例２：反力提示型3次元デスクトップ環境

• 「ファイルサイズ」や「更新日時」を，「重さ」や「硬さ」など
の触感情報として提示するデスクトップ環境。
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研究成果（人材育成）研究成果（人材育成）

・関係した学生
学部生 1名（卒業生 1名）
修士課程 19名（修了生 11名）

国際会議発表 5名
国内シンポジウム・国際セッション発表

14名(内，学会奨励賞１）

・関係した若手技術者，研究者 6名


